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１　京都指標の状況について
◆統計データ
（１）概況　（表１参照）
43 項目の統計データのうち、31 項目で全国平
均値を上回っています。また、そのうち 14 項目
は全国トップ５にランクインしました。また、28
項目は、直前実績値と比較して改善しています。

（２）主な指標の推移について
平成23年度に「京都指標」を設定して以降、「刑

法犯少年検挙人員」や「障害者雇用率」等で、指
標数値が大きく改善しています。「14～ 19歳人口 
1‚000人当たりの刑法犯少年検挙人員」は、平成23
年の全国ワースト１位（15.5 人）から脱却し、平
成24年は全国ワースト５位（11.8 人）となりまし
た（表１参照）。また、「障害者雇用率」は、平成
22年の制度改正により平成 23年は減少（1.78％） 
しましたが、平成 24 年は増加（1.80％）すると
ともに、当時の法定雇用率（1.80％）を達成しま
した（図１参照）。

◆府民意識調査
（１）調査の概要
「府民意識調査」とは、既存の統計データでは
測定できない府民の皆さんの生活実感に関する

40 の項目（「子育てに喜びややりがいを感じてい
るか」など）について、無作為に選ばれた府内在
住の 4‚100 人（満 20 歳以上）の方に郵送で回答
をいただくアンケート調査です。
調査対象数の考え方は、市町村ごとに、配分に
当たって性別・年齢階層を考慮して 3‚000 人を全
市町村に比例配分した上で、対象数が少ないこと
で調査精度を低下させないよう、亀岡市以北の市
町に 1‚100 人を追加配分しています。結果集計を
行う際には、回収された結果を、府の 20 歳以上
の人口構成（市町村・性別・年齢階層）に合うよ
う補正して集計しています。これらによって、調
査の精度（信頼度と誤差）を一定水準以上に保つ
とともに、調査の結果が府民の皆さんの考えや感
じ方を的確に反映するようにしています。

（２）調査結果の概要　（表２参照）
最新の調査（平成 25 年６月実施）では、前回
調査（平成 25 年１月）と比較し、29 項目で数値
が上昇しました。また、「明日の京都」で目指す
社会の状況により近いと思う割合が 70％以上
あった回答が、14 項目ありました。
個別指標では、「子育てに喜びややりがいを感
じている親の割合（95％）」や「子どもが学校に
行くことやそこで学ぶことに楽しさややりがいを

京都府では、府政運営の基本指針である「明日の京都」に掲げた約 300 の施策指標（数値目標）に基づき、
府が実施する施策等の成果を測定・点検し、絶え間なく施策のイノベーションに取り組み、「明日の京都」
を推進することとしており、こうした施策指標の達成が「府民のしあわせの実感」という「明日の京都」の
本質的な目標に適

かな

っているかどうかを点検するための手段として、こうした施策指標とは別に、府民の意識
や満足感なども取り入れた「京都指標」を設定しています。
「京都指標」は、43 項目の統計データと 40 項目の「京都府民の意識調査」の結果で構成し、それらを同
等に扱う、いわばハイブリッドな京都府オリジナルの指標です。最新の集計・分析結果の概要につきまして
は、次のとおりです。

平成 25年度京都府民の意識調査など京都指標の集計結果
府計画推進課

□特　　集
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感じていると思う親の割合（88％）」、「仕事にや
りがいや生きがいを感じている人の割合（80％）」
といった、“こころの豊かさ”に関する指標に、
高いものが多いという傾向がありました。その反
面、「府や市町村の実施する府民協働の取組に何
らかの形で参画している人の割合（12％）」や「障
害のある人と交流したり障害のある人を支援する
活動などに参画している人の割合（20％）」など、
“人の絆・地域の絆”に関する指標では、低いも
のがありました。
「これからも京都府に住み続けたいと思う人の
割合」については、調査開始（平成 23 年度）以降、
91 ～ 92％と非常に高い割合で推移しています。

（３）参考（平成25年度調査の概要）
（方法）郵送による無記名アンケート型式
（調査期間） 平成 25年６月７日～平成25年６月

30日
（回収）1‚636 通　回収率：40.3％
［あて先不明等による送達不能 43 通を除く。］

２　後退・低下した項目について
◆統計データ（表１参照）
データ更新のあった 17 項目のうち、直近値と
その前の数値が連続して後退した項目は、「火災
出火件数」と「人権侵犯事件数」の２項目です。
「人口 10万人当たりの火災出火件数」は、平成
22 年は 21.0 件、平成 23 年は 23.2 件、平成 24 年
は 24.5 件でした。ただし、３カ年とも少ない順で
全国２位とトップクラスの好成績を維持していま
す（図２参照）。「人口 10 万人当たりの人権侵犯
事件数」は、平成 22 年は 22.9 件、平成 23 年は
23.2 件、平成 24 年は 23.9 件でした。なお、全国
順位は、平成 22 年の 31 位が平成 23 年には 30 位 
になり、平成 24 年には 25 位と改善しています 
（図３参照）。
いずれの指標についても、今後の動きを注視す
る必要があります。

◆府民意識調査（表２参照）
調査開始（平成 23 年度）以降、連続して数値
が低下した項目（小数点第３位以下四捨五入）は、
３項目ありました。
「節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の
少ない商品の優先購入といったエコな暮らし方を
実践している人の割合」は、平成 23 年度は
73％、平成 24 年度は 69％、平成 25 年度は 68％
と低下しています。「地域の祭りや伝統行事に参
画している人の割合」は、平成 23 年度は 45％、
平成 24 年度は 43％、平成 25 年度は 42％と低下
傾向にあります。そして、「同居する家族と夕食
を共にしている人の割合」は、平成 23 年度は
92％、平成 24 年度は 91％、平成 25 年度は 90％
と推移しました。

３　京都府への定住意向との相関関係が高い項目
平成 25 年度府民意識調査の結果によると、「こ
れからも京都府に住み続けたいと思う人の割合」
は 91％でした。調査項目の「京都府に住み続け
たい」と、相関関係が高かった項目は次のとおり
です。
○ 京都府が優れたまち並みや景観、自然環境に
恵まれていると思う
○ 住んでいる地域が、子どもが育つのに良い環
境だと思う
○ 住んでいる地域が、高齢者や障害のある人をは
じめ、子ども、成人、妊婦、外国人などすべて
の人にとって暮らしやすい地域であると思う
○ 子育ての悩みを気軽に相談できる人がいる
○ 家族介護の悩みを気軽に相談できる人がいる

４　「京都指標」の活用について
「京都指標」をとりまとめた結果、属性別集計
値に大きな差が認められること（８ページ参照）
や『子育て・子育ち』や『介護支援』、『コミュニ
ティ対策』、『環境対策』などが重要な課題である
ことが明らかになりました。これらの「京都指標」
の調査結果につきましては、「明日の京都」実施
状況を取りまとめた報告書である「ベンチマーク
レポート」における重点課題の抽出や予算編成等
において活用しています。
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【図１】

【図２】

【図３】
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注1： 平成 22年７月の制度改正（短時間労働者の算入、除外率の引き下げ等）があった
ため、平成23年以降と平成22年までの数値の単純比較はできない。

注2： 「障害者の雇用の促進等に関する法律」が改正され、民間企業における法定雇用
率が、これまでの1.8%から平成25年４月１日以降2.0%に引き上げられた。

資料：障害者の雇用状況について（厚生労働省）

資料：消防白書（附属資料）（消防庁）

資料：人権侵犯事件統計（法務省）
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表１　京都指標「統計データ」実績値（平成 25年８月現在）
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表２　京都指標「京都府民の意識調査」結果（平成 25年６月実施）
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属性別集計値に大きな差が認められたもの
○年齢・地域別集計値のうち、全体集計値から 15 ポイント以上高い（低い）ものを掲載
○性別集計値のうち、異性との差が 15 ポイント以上高い（低い）ものを掲載

〈年齢別〉
食料を購入する際、地元産であることを
意識して選んでいる人の割合

〈地域別〉
食料を購入する際、地元産であることを
意識して選んでいる人の割合

〈性　別〉
食料を購入する際、地元産であることを
意識して選んでいる人の割合

自治会やＮＰＯの活動などに
参画している人の割合

最寄りの診療機関へ行くための交通手段
が十分に整っていると思う人の割合

配偶者が家事を十分に分担していると思
う人の割合
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